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1.BIX 液晶占ま サーモ厄 ピッ勿夜晶分子は一般にベンゼン環及び側鎖の炭化水
素から構成され強い疎水性を示す｡この性質を利用して池の代わりこ､サーモ厄 ピック

































































性にすればミヒルが強く吸着し垂直配向 図 3a)に､疎水性にすると水平配向となる 図
3.b,C)｡中間の性質の表面では､濃度に依存して温度低下と共に､垂直一水平一垂直転
移を起こす.配向転移の転移曲線は､I-N相転移､ch-Ch相分離両曲線を､高pAA濃度
側に投影した形で現れることから 配向転移が表面への逆ミヒルの吸着に誘導されたも
のと輩論できる｡また特に適当な温度 ･濃度では､相分離した高リオ佃 ピッ勿夜晶領域は､
表面近傍に完全にぬれて､液体状態のぬれ層が形成され､垂直配向のネマティック相又
はコレステリック相がサンドイッチされた構造を自発的に形成する｡温度を上昇させること
によ玖 このぬれ層は deweting転移を起こして､水平配向部分が現れてくる様子を偏光
顕微鏡下で観察できる｡
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